







































































































































































































































































00年 05年 10年 00～10年変化
鹿児島 全国 鹿児島 全国 鹿児島 全国 鹿児島 全国
製造業合計 40.7 36.7 37.4 35.2 35.5 31.4 -5.2 -5.3
食料品 34.2 38.2 31.9 37.6 27.1 35.9 -7.1 -2.3
飲料等 26.2 31.5 25.2 30.3 25.3 30.9 -0.9 -0.6
窯業・土石 51.1 48.5 54.7 49.4 49.7 43.7 -1.4 -4.8






































































20kL 以下が1,400%，60kL 以下が4.0%，100kL 以下が7.8%，200kL 以下が22.9%，400kL 以下が13.4%，























集約参加・休造 43 ― 
20kL 以下 2,646 1,400 
60kL 以下 32 4.0 
100kL 以下 166 7.8 
200kL 以下 1,262 22.9 
400kL 以下 1,203 13.4 
600kL 以下 1,069 28.4 
2,000kL 以下 16,485 44.7 
5,000kL 以下 13,459 31.5 
5,000kL 超 51,425 15.9 
合計 87,791 20.7 
出所：国税庁課税部酒税課（2016），「単式蒸留しょうちゅう製造業の概況」，p.3.
6　おわりに
県食料・飲料品製造業の製造品付加価値率の低下幅は全国を上回っており，その克服が県経済の課題と
なっているが，本稿では，その方法論として，焼酎産業に焦点を当て，分析を試みた。その中で，県焼酎
産業において，桶売りが企業規模の大小を問わず広範に行われていることを明らかにした。
このような桶売りへの依存は，焼酎ブームの中で，需要先が県内から全国へと拡大する中で深まったも
12 野間重光（2003），「本格焼酎製造業の成長と産地の変貌」，野間重光・中野元［編著］『しょうちゅう業界の未来戦略』，ミネル
ヴァ書房，p.75.
― 69 ―
鹿児島県経済の課題と焼酎産業
のであるが，これは県焼酎産業が他都道府県を需要先とする原材料供給元へと変化し，付加価値を生み出
しにくい脆弱な構造をもつようになったことを意味する。
前章で見たとおり，県焼酎産業は零細性を特徴としており，桶売りは製成数量20kL 以上の全ての層に
おいて広範に行われている。このうち，県焼酎産業において，企業数の構成比が大きい20～400kL 層及び
400～2,000kL 層に属する小規模の焼酎メーカーでは，消費者の嗜好を探りつつ，消費者からの強い支持
を得られる酒の作りこみが求められる。
近年，クラウドファンディングや仮想コミュニティの発展によって，小規模企業でも試作段階からの消
費者の参画と資金調達が可能となっており，小規模の焼酎メーカーが高付加価値製品を開発するうえで追
い風となっていると言える。それゆえ，零細性を特徴とする県焼酎産業が，桶売り依存を脱却し，付加価
値を生み出す構造へと変化を遂げることは不可能ではないと考える。
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